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平成２２年度第５回経営協議会議事要録

日 時 平成２２年１１月１６日（火）１０時

場 所 ＫＫＲホテル名古屋 福寿の間

出 席 学内委員５名 欠席１名

学外委員４名 欠席２名

会議成立

開会１０時

議事に先立ち，学長から挨拶の後，総務課長から，本日の配付資料の確認及び会議日程

等の説明があった。

次いで学長から前回の本協議会（１０月２６日）以降の状況等として以下の事項につい

て説明があった。

１．１１月１日に開催された国立大学協会総会において，理事会の状況報告等があった

こと。

①総会では平成２３年度予算編成にあたり，運営費交付金の拡充，国際的に開かれた

大学づくり等の実現を図るよう求める決議（「強い人材，強い大学，元気な日本」）

が行われたこと。

②文部科学省の概算要求関連では，政府の設定した特別枠要望額約８，６００億円の

計上に対して，約１，７００億円が前倒しで平成２２年度補正予算として認められる

可能性があること。本学では，基盤的設備等整備として要求していた「電動式移書架

の機能回復」及び「子どもの体力・運動能力解析システム」（約５，５００万円）が

該当すること。

２．政府が，平成２３年度予算の配分で各省が政策を競い合う「政策コンテスト」の公

開ヒアリングが１１月１０日に始まったこと。文部科学省関連では，特別枠のテーマ

につながらない既存予算の要求も指摘されるなど厳しい状況にあること。

３．政策コンテストに省庁が出した要望１８９事業についての「パブリックコメント」

の応募結果については，文部科学省関連は学生や若い世代が多かったこと。（詳細は

内閣府のＨＰに掲載）。本学として，意見や現状に対してきちんと対応していきたい

こと。また，このパブリックコメントに対しては，学生，職員だけでなく附属学校を

含む保護者からも反応があったこと。

４．平成２１年度に係る業務の実績に関する評価結果が正式に通知され，内容は前回の

本協議会で配付された資料（原案）と同じであったこと。説明事項は以下のとおり。

①全体評価の内容，②項目別評価として，業務運営・財務内容等の状況，教育研究等

の質の向上の状況についての各々の評定及び結果（業務運営は「おおむね順調」，そ

の他は「順調」）

議 題

１．平成２２年度第４回経営協議会議事要録の承認について

学長から提議され，原案どおりこれを承認した。

２．平成２２年度人事院勧告に係る本学の対応について
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学長から提議され，折出委員から資料に基づき８月１０日に人事院から勧告された

国家公務員の給与勧告の改正内容（本給，年間給与の調整，賞与等）及び本学の対応

案について，説明があった。

これに対して，委員から①中高齢層（４０歳台以上）と若年・中堅層（４３歳未

満）の違い，②現行と改正後の給与の差額が分かる表の提示，③個人評価を給与に反

映させることの必要性等について質疑応答があり，別途，追加資料を送付することと

し，本件を承認した。

報 告

１．国立大学法人愛知教育大学の平成２１年度に係る業務の実績に愛知教育大学に関する

評価結果について

学長から，評価結果については議事に先立ち報告を行ったため，割愛することとしこ

れを了承した。

関連して，平成２３年度教職大学院の入試状況としては定員充足に向けて第２次学生

募集を行うことで対応したい旨の説明があった。

また，大学設置・学校法人審議会による今年度の履行状況調査（ＡＣ：アフターケ

ア）があったこと及び学生インタビューでの意見や調査内容について紹介があった。

２．経営協議会の持ち回り形式による開催について

学長から，本協議会の開催は原則として対話形式で行いたいが，今後，審議期限が迫

った場合や日程調整が困難な場合については，各委員に対し本学関係者が説明に出向

き，承認を得る持ち回り形式によることとしたい旨諮られ，検討した結果，これを了承

した。

なお，委員から持ち回りで意見を求める際に，学長として大学の方針をペーパーとし

て添えることの依頼があり，これを了承した。

３．次回開催日について

総務課長から，次のとおり報告があった。

第６回

日 時 平成２２年１２月１０日（金）１３時～１５時

場 所 ＫＫＲホテル名古屋 蘭の間

議事終了後，学長から，①来年度予算原案の本協議会での審議は，１月になり，学内的

には５％減を想定して対応していきたい，また，必要に応じて地方自治体からの支援等に

ついて，他大学とも相談していきたいこと，②今年度利益剰余金による目的積立金の扱い

については，１１月１日の国大協総会において，磯田高等教育局長より，第二期において

も第一期と同様の扱いとなるのが原則であること，③科研費の新規応募数は１１月１０日

現在で１３８件（昨年７７件）と約２倍に増えたこと等について報告があった。

次いで，委員から定年制延長については今後の教員採用数に大きな影響を及ぼすことと

なるので，大学においても議論していくことの必要性について意見が出された。

閉会 １５時１０分


